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東亜天文寸寸観測部月報

　　　　　　　　　黄道光課報告（7，8月分）

　　　　　　　　　　　　幹事　淺野英之助

　先頃西日本を襲った未曾有の難風は，恰も協同競測終了直後であったが観

測の不成績どころの問題でなく災害最も甚だしかった近畿地方各観測者の安

：否を二二ふたのであったが，幸に各地とも異常なく心から喜んだことであっ

た．共節丁重な御見舞欺を賜った諸君に謹んで御禮ll琉げる，

　　　　　　　　　　　×　　　　　　　×　　　　　　　×

　本年7，8月の黄道光及び劃’日照槻測概況

1．観測者及び観測激
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3．7月の観測

　僅かに復活の廣瀬氏に依って西天が得られたのみ，Ettに地Zド線に封して甚

　しく傾斜してみるためにS一（一）ut　lineはVVInd．である．明るさも甚だ淡い，
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4．　8月目四二

　前月に績き本月も亦一三に悪天候のため三門二者の熱心にも拘らす，鯨り

　好成績が得られなかったことは残念である．

　10日の廣瀬氏，12日の本田氏共に銀河以西に三々淡く廣く大きく見てゐら

　れる．前者は細き光帯を，後者は三々rl］旧き二二を共に魚座，水瓶座の邊迄

　認めてみる．13日は廣瀬氏と淺野の観測があり，廣瀬氏は少々淡く淺野は

　甚だ明るく見てみるのは如何にも矛盾する如く當時疑問を持たれてみたの

　であったが，スクツチを逡られて初めて氷解した．

　17日の快晴には廣瀬氏は甚だ幅廣く（離角57。に於て510）且つ光帯をも取つ

　てるられる．18日の稻垣氏の観測は一氏のNo・1である一裏南洋ダバ

　オ，パラオ間に於けるものである．同日本田氏の観測は最良夜の故か光帯

　は延びて西の旧卒線まで長橋の如く見事なものが取られてみる．黄道光の

　明るさも相當である．氏は確かに良き観測者の一人である．

5．　三唱照の二二

　8月15日に今夏最初の槻測が淺野によってなされた．甚だ見難く玉はあった

　が直径10。程の一二に淡v・次白色の圓形である．三二は東豪いつれにも認め

　られなかった．中心瓢は反太陽貼より少しく西北へすれてみる．

10月11月の観測可能日

　黄　道光

西天一宵の親鳥はユ日　一10日頃まで及び月末24日一30日頃まで可能で

　　ある．未だ銀河が三部に残ってみるが漸吹黄道光は明るさも層し見易く

　　なるであらう，比較銀河はLC．

東天一曉の観測は6日一19日頃まで可能である．早起は三二に辛くなるが

　　銀河の妨げなく観測の愉快な頃である．比較銀河は前月同様M．

劃日照一一一上旬中旬は観測可能である．バ1ナ1ド氏の言ふ所に依れば上旬

　　から中旬へ急激な憂化をするといふ，諸君の努力により究めたい．

　今秋來協同槻測が行はれてるるが，適當な時期に急報を稜するつもりである．

●黄道光槻弓を始められたい方は槻測部員に限らす遠慮なく申出られたい，

滲考二二を進呈する・
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黄道光に歯する研究断片

　　　　　　　　　　　黄道光課　淺野英之助

●下保氏のL黄道光の光輝の週期的攣化「

　　“科學，，8月號に叢表されたもので我が國の観測より統計的研究が試みら

　れ，光輝は増光が急で減光が綾であるがこの塘光の急なのは銀河の影響で

　この妨害を取り去ると光輝の碧羅はSin－waveで表はされる．地李線と黄道

　との角度は日出没時では春秋分で極大極小となるSin－waveであるが黄道光

　の光輝のMaximumは夕方のは春分より40日早く曉のは秋分より40日解れ

　る，これは観測時刻が日出没時と1h40歳位謂ふのと最光輝部が地上14。位の

　所にあるので40日のすれを生するので黄道光の光輝は黄道と地回線上140

　の所の卒行線との角度の大小に正しく比例することを述べられてあるもの

　で，黄道光自首の清長及び光度分布の問題は割愛されてみる．全文は幹事

宛申込まれ曳ば抜刷を進呈する．

●次に荒木課長より途られた三三1ろに依ればP．　A．誌No．417にスミス氏

　が次の如き意見を述べてみる．

　　L5月末から6月にかけて宵の黄道光が漸次減光するのはgeometrical　cond－

　　itionに依るのみではなく他の原因があるに相違ない，と二三の槻測者は

　　主張するが，少し調べてみるとそうではなくて只geometrical　condition

　　のみに依るとしてよv・様だ．帥ち3月21日宵の薄明直後北緯40。の地黙で

　　見られる様な丁度国手線上の而かも黄道上光軸上の黒占は離角約37。であ

　　る．であるから6月には黄道が傾斜してみるために地卒線上の部分の高度

　　が低いばかりでなく，3月の薄明直後に著しく明るかった内部張光部が

　　全く地李樹下にあるとv・ふことになる．「

●c．T．　Elvey氏のAp．　J．誌（vol．80　No．1）に寄せられたL黄道光の色の光

　電観測「なる一文を拙課の上有志者間に周覧中，希望者は申込まれたし，

　1955年天丈略暦（天界＋月號所載別ts9）を御希望の方は郵券5銭御逡り下され

ば御捌ち致します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東亜天文協會事務室
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9月中の観測二

二光星課報．告（20）

　　　小　山　秋雄
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　9月は悪天氣の爲，報告数は割

合少なかった．勝i浦氏の報告は7

月の分である．爾：先月號の本報告

の表には可成大きな誤植があっ

た．

正誤　天界十月號第465頁の三星二二

　　　豫報の塵でラレ座ラ星の極小

ペガスス座RU星の極大
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　　　　　　　　　　　ぎょしき座ゼ1タ星減光す

　本誌8月號所載の如く．グテニク憂事は此の星の食の開始を豫報したが，

近着のB・Z・誌によると，早宮の諸天文：憂で見事その事が確められた．グテ＝

ク墓長指導の下に，（ごルリンのバベルスベルヒ天文憂で，光電計で光度，色

指数の測定及スペクトルの観測を行ったのを始め，ウォルフアドルフでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光電計，ポツダム，シユツトガル

σ
’
2
了
4
・
5
6
7
8
◎
》

ひ
α
4
α
α
α
α
4
μ
σ

S　S　pA

O

O
　
●

△
△

＋
十

十
X

　　efipo　2i

贈｝…
mut　2S　24　25

欝漏

1㍉ケ1ニヒスベルビ，ポ1ラン

ドのヴイルノ等では篇眞で減光が

捕へられた．帥ち別圖の如く，8月

22日の朝方はまだ李常光度であっ

たが，24日目夜中にはもう極小光

度に完全に下ってみた．そして淺

念な事には，園丁でも23日掛夜は

曇って，僅かケ1ニヒス（ごルヒで

減光の途中を観測したに過ぎなか

った。又8月15日にはカルシウム

のK．線が出現し，次第に彊くなった．即ち食の前8日にK型主星の大氣の後

にB外記星が入り始めた事になる．（10月5日）

　　　　　　　　　　　　掩　　　蔽　　　課

　九月は曇天雨天が多くて掩蔽観測は暗く出陣なかった，その上二十一日の

大風害以來，使用望遠鏡の何れも観測不能になったので，本塁では机上の計

算をなすのみで，其後暫らくは観測は洪手首然の態であるが，同復するまで

は致し方なv・．地方の課員で観測された方は本誌前月號までに種々述べてお

いた事柄を承知の上報告してもらひたい・（高城）
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　　　　　　　　　　　　彗　　　星　　　課

　去る九月二十一日早朝の因州風に關し，御見舞申し上げる．花山は相當の

被害があった．

　Encke彗星は相攣らす，夕方の室に見えるが緯度が南25度附近に落ち，且

つ光度が段々割くなって行くから，観測に適しなv・．1937－8年の同麟は，今

年よりも都合よく見られるだらう．今より樂しみにして待たれよ．

　19291（Schwassman－Wachmann）彗星の磯見が誤報であったので，1934b彗

星は未だ磯見されない．秋より冬へかけての快晴を利用して，彗星探しを試

みられん事を望む・

　　　　　　　　　　　爲　　　眞　　　課

本月の末あたりより，そろそろ銀河が迫って來る・（709）Fringillaの位置1ま

v

●
・

．
．
〆
．
ド
乳
ン
r
螺
．
．
層
．
詔
．
』
　
一
門
け
」
’
，
鴇
鼻
～
◎
メ

一
九
三
四
年
十
一
月
中
旬
の
小
遊
星
圖

㌃臨

，ノ『二ﾅ
、砂・

　ヘノノロ　　ヒず

　　。驚
，塾・・

　；：　胆，

　　　　　　
　一・↓，＼“’

　　　土　．
　i　v・

．i，条

・懸w

騨　　　　　　　　皿　　1　　　　　∬

　岬　ゴ．11X
　　ノ黛　・三無　，、1
　　　　　　　ミ　　　ゆ噸苫’，・．膿＼・蔵
・．　ろ／一ご・㌔　　∴．．
　　　ノ／　　　　　、＼－　　　r－P　、・一一．t

シ艦薗”羊に酔

0

6
証戸

凧認

奮
鰐

11月3日，α＝3h47，lmδ＝一＝＋44。41！

11月27日　α＝　・3h20．3mδ＝十43049！

附近である．左圖では，欄外に出た

ので，此虚に附け加へて置く．（2）

Pallasがやって來る．緯度は低い

が光が大きいので小望遠鏡でも見

える筈．

　其位置は

　　　　　ct　（1925．0）　5
　11月3日　3h19．5m　－25。27／

　11月11日　3　12．9　　－27　5

　11月19日　3　6ユ　　一2815

　11月27日　2　59．7　　－2856

である．
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　　　　　　　　　昭和九年五六雨月の流星課報告

　　　　　　　　　　　課長　　小　棋　孝　二　郎

　五一及六月の襯測には，特に南米に於ける襯測者の活動が目豊しかつた．勝浦君の

五月の槻測は實に25時間にも上ってみる，叉新たに大窪交秀才の参加を得たのは大い

に意を張くするものである・同君は強度の近覗眼なるにも拘ら窮堂々たる成績を暴

げられてるる・

水瓶座n流星薄

　本田，勝浦，大窪の三幅によって観測せられた。勝浦君は5日曉一時聞孚

の観測より，同群に聾する流星8個を捕へてるる．猫南米に於ける勝浦，大

窪爾君の結果によれば，水瓶群の出現は5日より引つ聴5月中旬（15～16日

頃）迄追跡せられてるる．これは今迄に見ない成功と認めねばならない・勝

浦君は不確ながら輻射勲の東方移動を認められてみる．今迄この流星群は本

流星課では数同観測されてるるものであるが，いつも早くから襲ひ來る薄明

の爲に充分な成績を得られなかったのである．今圓南米の方々が流星に努力

せらるSに至って，かくの如き流星群（日本に於て春～夏季夜明前に観測すべ

き流星群）の観測が大v・に有望になったわけである．南米の方々の居られる

ところは南緯20度位であるから日本内地（北緯35度附近として）よりも70分も

日出が遅v・．今迄New　ZealandのMclntosh氏等がこの種の流星群に鮒尾な

成績を塞げてみたが，今後は我が南米の同胞によって完全な槻測を途げても

らひたいものである・

莫他の流星群

　五月14日～16日に大窪，勝浦爾君によって南魚座α附近：va　一流星群を槻測

されたが，あまり顯著なものではなV・．輻射黒占の位置は赤経340度南緯30度

である．これも蛸壷が南牟球に活動せられる賜であらうと思ふ．南緯30度の

流星群では日本では蝕程條件が悪い．

　大窪君は五月中旬より引下旬に亙って冠座に流星群をみとめてゐられるが，

あまり明瞭でない．

　六月18日には本田君によってペガスα附近に，22日には吉井君によって山

羊座δ附近に夫々一流星群を観測してゐられるが，流星敏は少い。

　六月20日～22日に亙って勝浦君は實度々附近（α　・＝150，δ一＋5。）に流星群を

認められた．同群に屡する流星は白色叉は黄白色で，速度はRapid，痕を残す

ものを若干含んでみる，光度は2等乃至4等で，あまり明るV・ものではない・
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黒黒事相i封藪報告　（1934年九月）課陽太
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天氣が非常に悪い・三澤氏さへ此刀は16日しか槻測してゐない，然るに松本，荏部，

下保三氏が何れも25日以上の成績を暴げてゐられるのは嬉しい．○総計22名の槻測者

の分布を地圖に書いて見ると，南允州と，岡山香川附近と，仙塁方面と，朝鮮と，浦

？Yli・1とに，　i新襯測者がほしい・


